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ああななたたもも学学んんででみみまませせんんかか？？  

聞聞ここええににくくいい方方にに書書いいてて伝伝ええるるボボラランンテティィアアでですす。。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

会場：山科総合福祉会館 会議室（山科区西野大手先町２－１）※裏面地図参照 

 

 

手話の使えない中途失聴・難聴の方との、コミュニ 
ケーションや社会参加をサポートする情報保障の手段 

として、書いて伝える技術「「要要約約筆筆記記」」があります。 

 話し言葉を要約（要点をまとめる）し、文字にして 
リアルタイムに伝えます。 

次のような時、要約筆記が役に立ちます。 
・近所のお婆ちゃんが難聴で、上手く会話が出来ない。 
・病院・銀行・お店などに耳の丌自由な方が来られるが、 

対応が難しい。 
 ・介護や医療関係者の方。 

・会議・講演会・研修会・授業参観・大学の授業など。 
ニーズは多いです。 
 

 さあ、要約筆記を学んで、あなたも自分に出来ること 
を考えてみませんか？  
 

【主 催】 社会福祉法人 京都市山科区社会福祉協議会 

【共 催】 京都市山科身体障害者福祉会館 

【協 力】 NPO 法人 京都市中途失聴・難聴者協会 山科支部   

       京都市要約筆記サークル“かたつむり”（山科） 

 

日  付 内  容 

２／２５（土） 

13：30～16：00 

・聴覚障害に関する基礎知識 

・要約筆記の概要 

・要約筆記の三原則（よみやすく書く技術） 

・筆談・ノートテイク 

・実技体験 

３／３（土） 

13：30～16：00 

・要約筆記の三原則（正しく、速く書く技術） 

・話しことばの特徴とそぎ落とし 

・実技体験 

・交流会 

＜対象者＞ 

要約筆記に興味・関心の 

ある方 （初心者対象です） 

 

＜定員＞ 

30 名：定員になり次第〆切 

申込期限：２月２３日（木） 

 

＜受講料＞ 

無料 

裏面へ 
つづく 



 

 
  

  
 

ある日、突然耳が聞こえなくなってショックが大きい中、 

手話がすぐ覚えられるでしょうか？ 

話すことはできるのに聞こえにくい、または聞こえない 

ため、誤解やトラブルが生じて大変です。 

こんな時に、書いて伝える方法があります。 

 

個人のときは、ノートに書いて（ノートテイク）伝えます。 

多数のときは、OHP（ｵｰﾊﾞｰ･ﾍｯﾄﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ）という教育機器を使用し、文字を  

スクリーンに大きく映し出します。  

でも、話し言葉は速いので、書くスピードが追いつきません。そこで、内容を要約

（要点だけをまとめる）して筆記します。これを「要約筆記」といいます。 
 

 

 

 

【申 込 み】  

平成２４年２月２３日（木）まで（定員になり次第、締切） 

山科区社会福祉協議会に電話、FAX または E-mail にてお申し込み下さい。 

電話：５９３-１２９４ FAX：５９４-０２９４ 

E-mail： fukusi08＠mediawars.ne.jp 

＊ FAX、E-mail で申し込まれる方は、住所・氏名・連絡先を明記してください. 

               

               

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地下鉄 東西線 「東野駅」１番・３番 出口から 徒歩８分 

・JR「山科駅」、京阪「山科駅」、地下鉄 東西線 「山科駅」から 徒歩１３分 


